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　理由書

□　養育する子について１歳に達する日の翌日から１歳６か月に達する日までの育児休業をすることが、非常勤職員としての継続的な勤務のため特に必要とされる事情は、下記のとおりです。
□　養育する子について１歳６か月に達する日の翌日から２歳に達する日までの育児休業をすることが、非常勤職員としての継続的な勤務のため特に必要とされる事情は、下記のとおりです。
□　同一の子について３回以上育児休業（子の出生の日から５７日間以内に取得する育児休業のうち最初のもの及び２回目のものを除く。）の承認を請求する特別の事情は、下記のとおりです。
□　同一の子について育児休業の期間の２回目以降の延長の承認を請求する特別の事情は、下記のとおりです。
□　育児短時間勤務の終了の日の翌日から１年を経過せずに同一の子に係る育児短時間勤務の承認を請求する特別の事情は、下記のとおりです。
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注　該当する□にレ印を記入してください。
　備考　この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。
